
今月の主な内容

●年末年始の市役所業務…4 ●文化公園名称決定…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲今や加西の冬の風物詩「北条鉄道サンタ列車」

12月9日（土）今年の1番サンタ列車が出発。ボランティアサンタさんの熱演に子ども達も大喜び !

2000年 加西市10大ニュース（2ページ）
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加西市広報委員会（安富智彦委員長ほか委員1 6名）は、「2 0 0 0年加西市1 0大ニュース」を次のとおり決定

しました。20世紀最後の年も2000年もあとわずか、皆さんの今年の「10大ニュース」はどうなりますか？

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

法華山一乗寺本堂370年ぶりの大修理
現場の一般公開は大人気

②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①

③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩

加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生
加西の県立中央農業技術センターで
全国初「受精卵クローン牛」の誕生

「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定「コープこうべ」再開発ビルに進出決定

目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓
目指せ電子市役所!ＩＴ時代に対応し
管理職にパソコン特訓

加
西
市　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　

�

セ　
ン　
タ　
ー
完
成

�
加
西
警
察
署
新
庁
舎
完
成

北
条
鉄
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輌

�

の
出
発
式

�
ジャパンフローラ2000

「花の館」で
「花の美術大賞展」

を開催
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�コミュニティバス3路線を運行
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第
１
８
３
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
、
12
月
１
日

（金）
か
ら
20
日

（水）

ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
告
1
件

◯
専
決
処
分
し
た
も
の
に
つ
き
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
加
西
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

条
例
関
係
7
件

○
加
西
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

○
中
央
省
庁
等
再
編
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定

○
玉
丘
史
跡
公
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◯
加
西
市
青
少
年
育
成
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

○
加
西
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

○
特
別
職
に
属
す
る
常
勤
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

事
件
決
議
7
件

◯
加
西
常
吉
産
業
団
地
（
仮
称
）

造
成
事
業
施
行
に
伴
う
字
の
区

域
及
び
名
称
を
変
更
す
る
こ
と

◯
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う

字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と

◯
土
地
改
良
事
業
の
概
要
を
定
め

る
こ
と
（
熊
谷
上
池
、
谷
口
奥

池
、
中
野
・
繁
陽
地
区
）

◯
農
業
集
落
排
水
事
業
処
理
施
設

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
別
府
東
地
区
、
別
府
西
地
区
）

予
算
関
係
6
件

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
平
成
12
年
度
加
西
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

◯
平
成
12
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

○
平
成
12
年
度
加
西
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
12
年
度
加
西
市
公
園
墓
地

整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

県　
で　
は　
、　
県　
の　
地
方
機
関　
を　
再
編　

し　
、　
平
成
13
年　
４　
月　
１　
日　
よ
り
「
県

民
局
」　
が　
新　
し　
く　
な　
り　
ま　
す
。

再
編
の
ポ
イ
ン
ト

①
県
民
局
の
総
合
事
務
所
化

県
民
局
に
財
務
事
務
所
や
土
木

事
務
所
な
ど
を
統
合
し
、
新
し
い

県
民
局
で
、
地
域
に
お
け
る
施
策

を
企
画
立
案
・
調
整
し
、
業
務
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
６
県
民
局
か
ら
10
県
民
局
へ

地
域
特
性　
に　
応　
じ　
た　
き　
め　
細　
や　
か　

な　
県
政　
が　
推
進　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
、　
県

民
局　
の　
所
管
区
域　
を　
見
直　
し　
、　
６　
県

民
局　
か　
ら　
10
県
民
局　
に　
再
編　
し　
ま　
す
。

再
編
の
ね
ら
い

①
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
施
策

の
推
進

各
業
務
分
野
相
互
の
連
絡
や
調

整
が
し
や
す
く
な
る
た
め
、
幅
広

く
視
点
か
ら
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

②
現
地
解
決
型
の
県
政
の
推
進

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
必

要
な
権
限
な
ど
を
県
民
局
に
移
す

こ
と
に
よ
り
地
域
の
要
求
に
即
し

た
施
策
を
迅
速
に
展
開
し
ま
す
。

③
効
率
的
な
行
政
の
推
進

事
務　
の　
処
理
方
法　
な　
ど　
を　
見
直　

し　
、　
簡
素　
で　
効
率
的　
な　
執
行
体
制　
を　

整
備　
し　
ま　
す
。　
な　
お　
、　
現
在　
の　
事
務

所　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
で　
き　
る　
だ　
け
県
民　
サ　

ー　
ビ　
ス　
を　
維
持　
す　
る　
観
点　
か　
ら　
、　
原

則　
と　
し　
て　
現
地　
に　
残　
し　
ま　
す
。

〈
県
民
局
体
制
の
再
編
〉

※
加
西
市
は
北
播
県
民
局
管
内
と

な
り
、
加
西
保
健
所
は
加
西
健
康

福
祉
事
務
所
と
な
り
ま
す
。

加
西
市
議
会
定
例
会
を
開
催

条
例　
の　
改
正
な
ど　
二
十
一
議
案
を　
審
議

主
な
議
案

本会議で議案を説明する藤岡市長

―
兵
庫
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
―

来来
年　年　
４　４　
月　月　
１　１　
日　日　
か　か　
ら　ら　
新　新　
し　し　
い　い　
県県
民民
局　局　
に　に　
!!

加
西
市
は
北
播
県
民
局
管
内

加
西
保
健
所
は
加
西
健
康
福
祉
事
務
所

問
合
先

東
播
磨
県
民
局
組
織
整

備
担
当
（
電
話
０
７
９
４
│
21
│
１

１
０
１
）

東播磨
県民局

東
播
磨
県
民
局　（
加
古
川
市
）

北
播
磨
県
民
局　
（
社
町
）



24

年
末
年
始
の
「
ご
み
」
と
「
し
尿
」
の

収
集
は
12
月
29
日

（金）
か
ら
１
月
３
日

（水）
ま

で
行
い
ま
せ
ん
。

★
ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、「
燃
や

す
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」「
埋
立
て

ご
み
」「
粗
大
ご
み
」
に
分
別
し
て
、
年
末

は
混
雑
し
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
早
め
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
＝
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
）

問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
�
�
０
６
０
２
）

★
し
尿
収
集
・
問
合
先

衛
生
セ
ン
タ
ー

（
�
�
０
３
３
４
）

「　
ご　
み　
」　
と　
「　
し　
尿
」　
の　
収
集

11
月
26
日

（　日　）　
、　
健
康
福
祉
会
館　
で　

「
第　
７　
回
外
国
人　
に　
よ　
る　
日
本
語　
ス　
ピ　

ー　
チ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
」　
が　
開
催　
さ　
れ　
、　
６　

カ　
国　
８　
名　
の　
外
国
人　
の　
方
々　
が　
、　
日

本　
に　
来　
て　
か　
ら　
の　
生
活　
を　
振　
り
返　

り
、　
様
々　
な　
エ　
ピ　
ソ　
ー　
ド　
を　
加
え　
な　
が　

ら　
熱
弁　
を　
振　
る　
い　
ま　
し　
た　
。

最
優
秀
賞　
に　
は　
小
田
春
幸　
さ　
ん　

（
鴨
谷
）　
宅　
に　
ホ　
ー　
ム　
ス　
テ　
イ　
し　
な　
が　

ら　
播
磨
農
業
高
校　
に　
通
う
イ　
ネ　
ス
・

ヤ　
コ　
ブ　
さ　
ん　
（　
ド　
イ　
ツ　
）　
が　
「
日
本　
で　

の　
経
験
」　
と　
題　
し　
、　
ホ　
ー　
ム　
ス　
テ　
イ　
を　

し　
な　
が　
ら　
の　
高
校
生
活　
に　
つ　
い　
て　
播
州

弁　
を　
巧　
み　
に　
交
え　
て　
会
場　
の　
笑　
い　
を　

誘　
い　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
優
秀
賞　
の　
朴ボ

ク

雄ユ
ウ

杰　ケツ
さ　
ん　
（
中
国
）　
は　
自
然
界　
で　
の　
水　

の　
循
環　
を　
例
え　
に　
ゴ　
ミ　
の　
出　
な　
い　
完
全　

リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
提
案　
し　
ま　
し　

た　
。コ　

ン　
テ　
ス　
ト　
終
了
後　
の　
交
流
会　
で　

は　
、　
ス　
ピ　
ー　
チ　
を　
聴　
い　
て　
の　
疑
問　
や　
興

味　
か　
ら　
来
聴
者　
が　
出
場
者　
を　
囲　
ん　
で　

質
問
攻　
め　
に　
し　
た　
り
、　
ま　
っ　
た　
く
違

う
話
題　
で　
盛　
り
上　
が　
っ　
た　
り　
と　
、　
コ　
ン　

テ　
ス　
ト　
の　
緊
張
感　
と　
は　
一
味
違
う
和　

や　
か　
な　
雰
囲
気　
で　
終
了　
し　
ま　
し　
た　
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★★
最
優
秀
賞

イ
ネ
ス
・
ヤ
コ
ブ
さ
ん

（
ド
イ
ツ
・
播
磨
農
業
高
校
）

★★
優
秀
賞

朴
　
雄
杰
さ
ん（

中
国
・

（株）
千
石
）

★★
敢
闘
賞

崔サ
イ

恩オ
ン

花カ

さ
ん

（
中
国
・
神
戸
大
学
）

★★
努
力
賞

金キ
ン

貞テ
イ

子コ

さ
ん

（
中
国
・
神
戸
大
学
）

外
国
人　
に　
よ　
る　

日
本
語　
ス　
ピ　
ー　
チ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

優秀賞に輝いたイネス・ヤコブさん

年年末末年年始始のの市市役役所所業業務務等等ののおお知知ららせせ
年末年始の各施設の業務は、次のとおりです。市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

月　日

施　設

市役所（電話42-1110）

加西病院（救急外来は通常どおり）（電話42-2200）

収集カレンダー
による収集

ごみ収集（電話46-0602）

し尿収集（電話46-0334）

ごみの持ち込み
（電話46-0602）

燃やすごみ

燃やせないごみ

埋め立てごみ

粗大ごみ

１
月
４
日

（木）

１
月
３
日

（水）

１
月
２
日

（火）

１
月
１
日

（月）

12
月
31
日

（日）

12
月
30
日

（土）

12
月
29
日

（金）

12
月
28
日

（木）

12
月
27
日

（水）

斎　場（電話44-0760）

市民会館（電話43-0160）

健康福祉会館（電話42-6700）
（各種サービスについては

お問合せください）

体育センター（電話47-1420）・スパーク加西（電話42-6302）

アクアスかさい（電話42-3465）・網引公園（電話49-3870）

（体育館、テニスコート、球場を含む）

オークタウン加西（電話44-2595）

市営駐車場

各公民館

（■は休み）

写真左から金さん、崔さん、朴さ
ん、イネスさん。「このお守りのお
かげです!」とイネスさん

中央（電話42-2151）・善防（電話48-2643）
南部（電話49-0041）・北部（電話45-0103）
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現
在
、
市
で
は
「
播
磨
国
風
土

記
」
に
著
さ
れ
る
根
日
女
の
恋
伝

説
の
国
指
定
史
跡
玉
丘
古
墳
を
中

心
に
、
約
6.2
ha
の
敷
地
に
手
作
り

庵
、
古
代
体
験
水
田
、
案
内
所
、

休
憩
所
な
ど
を
備
え
る
公
園
を
整

備
し
、
歴
史
文
化
の
拠
点
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
加
西
市
文
化
公
園
（
仮
称
）

の
愛
称
募
集
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

１
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
称
選
考
委
員
会
（
松
本
義
文
委

員
長
ほ
か
委
員
６
名
）
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
次
の
特
選
１
点
と
佳

作
２
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選
「
根
日
女
ロ
マ
ン
の
郷
」

深
田
照
明
さ
ん
（
下
宮
木
）

〈
選
考
理
由
〉

具
体
的
で
な
じ
み
や
す
く
、
市

外
か
ら
訪
れ
る
人
に
も
分
か
り
易

く
、
ま
た
播
磨
風
土
記
に
記
さ
れ

て
い
る
「
根
日
女
」
が
加
西
市
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

も
既
に
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

加
西
市
文
化
公
園　
（
仮
称
）

の
正
式
名
称
と
愛
称
決
定

正
式
名
称
「
玉
丘
史
跡
公
園
」

愛
　
称

「
根
日
女
ロ
マ
ン
の
郷
」

加
西
市
で
は
、
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
、
10
名
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
、
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
に
交
通
安
全
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
「
交
通
安

全
わ
た
し
の
提
言
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
１
２
８
人
の
方
か
ら
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
実
践
し

て
い
る
こ
と
や
交
通
安
全
に
つ
い

て
思
う
こ
と
な
ど
多
く
の
投
稿
が

あ
り
ま
し
た
。

今
一
度
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
見
直
し
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

北
条
東
小
4
年
　

飯
田
彩
乃
さ
ん

私
が
友
だ
ち
と
下
校
中
、
横
断

歩
道
を
わ
た
ろ
う
と
し
た
と
き
、

急
に
車
が
い
き
お
い
よ
く
曲
が
っ

て
き
て
、
私
た
ち
は
び
っ
く
り
し

て
後
ろ
に
下
が
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
横
断
歩
道
を
正
し
く

わ
た
っ
て
い
た
の
に
、
車
は
私
た

ち
に
気
が
つ
い
て
い
た
の
に
曲
が

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
安
心

し
て
わ
た
れ
ま
せ
ん
。

車
を
運
転
し
て
い
る
人
に
も
、

こ
ど
も
や
大
切
に
思
っ
て
い
る
人

が
い
る
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
そ
の
人
が
、
そ
ん
な
運

転
の
仕
方
を
し
て
い
る
人
に
は
ね

ら
れ
て
命
を
落
と
し
た
り
、
け
が

を
し
た
り
し
た
ら
ど
う
思
う
か
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。

歩
い
て
い
る
人
も
、
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
人
も
、
車
が
ど
っ
ち

に
い
く
の
か
確
認
し
て
わ
た
る
気

配
り
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

お
た
が
い
に
思
い
や
る
心
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全

年末の交通事故防止運動実施中

総　件　数 1490（＋24）

人身事故件数 291（＋25）

死　　　者 10（＋ 5）

負　傷　者 374（＋18）

1122月月11日日～～3311日日
平成12年交通事故発生状況

（11月末現在）

〜　〜　
ス　ス　
ト　ト　
ッ　ッ　
プ　プ　
・　・　
ザ　ザ　
・　・　
交交
通通
事事
故　故　
〜〜

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
交
通
安
全　
わ　
た　
し　
の　
提
言
集
」　
よ　
り

「
郷
」
が
広
々
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
感

じ
が
強
く
、
ま
た
、「
ロ
マ
ン
」
が

古
代
と
現
代
の
交
流
を
促
し
、

人
々
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う

に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
決
定
し

ま
し
た
。

佳
作

○
「
根
日
女
の
里
」

三
枝
千
代
さ
ん
（
御
幸
）

○
「
根
日
女
の
丘
」

井
上
　
章
さ
ん
（
玉
丘
）

※
選
考
さ
れ
た
当
該
２
作
品
は
、

同
名
称
応
募
が
複
数
あ
っ
た
た
め
、

応
募
規
定
に
よ
り
抽
選
で
１
名
に

決
定
。

植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷植栽の整備も進む根日女ロマンの郷

愛染古墳（佐谷町）も復元されました
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市職員の給与・定員管理
について公表します。
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11
月
５
日

（日）
、
ジ
ャ
ス
コ
加
西

店
に
お
い
て
第
21
回
古
本
市
を
開

催
し
ま
し
た
。

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活

動
資
金
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
行

っ
て
い
る
古
本
市
。
今
年
も
盛
大

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
本
の
提
供
も
２
３

６
件
２
０，　
６
０
３
冊
を
数
え
、
本

の
整
理
、
値
段
付
け
に
は
の
べ
１

５
４
人
、
古
本
市
前
日
、
当
日
の

準
備
販
売
片
付
け
に
は
の
べ
72
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

古
本
市
会
場
で
は
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
、

売
り
上
げ
は
７
６
２，　
８
３
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
育
成
資
金　
と　
し　
て　
、　

大
切　
に　
使　
わ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す
。　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

第第
2211
回回

古古
本本
市市

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

昭
和
49
年
、
中
・
高
層
建
築
物

の
火
災
防
ぎ
ょ
・
避
難
の
要
と
し

て
16
メ
ー
ト
ル
級
の
ス
ノ
ー
ケ
ル

車
を
配
備
し
て
か
ら
26
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
出
場
回
数
は
数
え
る

ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

避
難
訓
練
や
、
小
学
生
の
た
め
の

写
生
会
に
と
、
活
躍
の
場
を
、
火

災
現
場
か
ら
防
火
意
識
高
揚
の
場

へ
と
移
し
今
日
ま
で
活
躍
し
て
き

ま
し
た
。

26
年
と
い
う
歳
月
と
と
も
に
老

朽
化
も
進
み
、
ま
た
年
々
高
層
化

す
る
市
内
の
建
築
物
の
消
火
・
避

難
に
も
対
応
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。

こ
の
た
び
、
中
・
高
層
建
築
物

災
害
に
対
応
す
べ
く
、
待
望
の
35

メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
車
を
更
新
整

備
い
た
し
ま
し
た
。
初
代
の
ス
ノ

ー
ケ
ル
車
同
様
、
災
害
現
場
へ
の

出
場
回
数
が
少
な
い
こ
と
を
願
い

つ
つ
12
月
か
ら
運
用
開
始
い
た
し

ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防

本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

10
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

１
３
８
名
〕　

応
急
手
当　
を　
覚　
え　

市
民
救
命
士　
に　
な　
り　
ま　
し　
ょ　
う

（
市
消
防
団
員

１
０
３
名
）

（
三
洋
電
機

（株）
従
業
員

14
名
）

▽
村
上
め
ぐ
み
・
山
下
良
雄
・
木

元
文
三
・
山
口
征
史
・
土
岡
達

也
・
長
谷
川
節
雄
・
松
本
千
寿

代
・
森
寿
樹
・
長
谷
川
直
美
・
藤

本
真
由
美
・
松
本
幸
代
・
今
井
清

正
・
西
川
喜
隆
・
西
村
忠
信

（
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム

春
夏
秋
冬

19
名
）

▽
内
田
利
幸
・
浦
友
子
・
福
井
ひ

と
み
・
山
本
智
絵
・
松
本
徳
子
・

田
中
公
美
子
・
井
上
ト
モ
子
・
高

橋
美
佳
・
尾
上
真
由
・
嶋
田
陽

子
・
川
村
さ
お
り
・
宮
長
浩
美
・

橋
本
智
子
・
東
郷
美
也
子
・
後
藤

八
重
子
・
村
田
敦
子
・
村
内
智

也
・
松
井
敦
・
上
原
加
代
子

（
一
般

２
名
）

▽
西
村
圭
司
・
上
坂
寿
人

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　

54
名
〕　

（
市
消
防
団
員

37
名
）

（
三
洋
電
機

（株）
従
業
員

16
名
）

▽
石
井
豊
樹
・
松
本
和
久
・
泉
昌

秀
・
東
慶
男
・
岡
崎
寛
・
古
家
浩

三
・
森
本
睦
英
・
上
坂
英
夫
・
宮

崎
み
さ
ゑ
・
勝
野
妙
子
・
梶
本
由

利
子
・
藤
本
恵
一
・
中
村
圭
吾
・

植
村
一
樹
・
矢
野
一
也
・
増
田
昌

洋
（
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム

春
夏
秋
冬

１
名
）

▽
小
塩
美
穂
子

最
新
鋭

は　
し　
ご　
付
車
配
備

ケ　
イ　
タ　
イ　

番
号　
が　
長　
い　
の　
で　
ぶ　
ら　
さ　
げ　
て　
い　
る　

う
や　
む　
や　
に　
先
送
り　
し　
て　

中
天　
の　
風

目
鼻　
が　
欠　
け　
て　
天
竺
風　
に　
佇　
っ　
て　
い　
る　

阿
羅
漢

時
計　
の　
音　
が　
耳　
に　
つ　
く

耳　
が　
重
く
な　
る　

流　
れ　
て　
い　
る　
か　
ら　
美　
し　
い　
の　
で　
す　

た　
れ　
か　
の　
便
り　

棒　
グ　
ラ　
フ　
に　
大
差　
つ　
け　
ら　
れ　
仕
事
棒　
に　
振　
る　

斜
陽
　
一
直
線　
の　
犬　
と　
私　
の　
影

鬼
灯　

ほ
お
す
き

の　
中
で　
赤
く
輝　
い　
て　
い　
た　
少
年
期

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

辻
　
　
美
沙

荻
野
　
　
享

佐
治
　
　
靖

井
塚
　
理
人



デザイナーのコシノジュンコさんを囲んで（東京加西会）

加西市小学校連合音楽祭

　11月29日（水）、市民会館文化ホールで加西市小学校連合

音楽祭が行われ、市内11小学校が参加。6年生を中心にこの

日のための練習の成果を応援に駆けつけた保護者等に披露し

ました。

　「もう一つの国体」とも呼

ばれる全国身体障害者スポー

ツ大会が富山市で行われ、小

椋三郎さん（段下・播磨三洋

工業（株））が平泳ぎ100ｍと

50ｍで金メダルを獲得され

ました。

Town Topics Town Topics

扇千景建設大臣が講演会

新はしご車の威力を披露
市役所で消防訓練

　11月9日（119

の日）、市役所5階

からの出火を想定し

た消防訓練を行いま

した。このたび導入

されたはしご車が早

速威力を発揮。6階

に非難した職員の救

助訓練にも成功しま

した。

Town TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

東京・大阪で加西会を開催

小椋三郎さんが全国
身体障害者スポーツ
大会で金メダル2個

三世代交流で秋の味覚
を満喫

　10月27日（金）に大阪、11月

11日（土）に東京で、加西市出身

の方やゆかりのある方が集い情報

交換と親睦を深める「加西会」を

開催。今年はスペシャルゲストと

して、デザイナーの小篠綾子さん（大

阪）とコシノジュンコさん（東京）

が参加され、例年にもまして盛り

上がりました。

　11月23日（祝）加西市農協会館で、加西

商工会議所（仲田忠雄会頭）主催による扇

千景建設大臣の講演会が行われました。「ど

うする21世紀の日本」と題した講演では、

公共事業の信頼回復と国際社会における日

本のイメージアップを訴えました。

　11月23日（祝）、西南営農

組合広場で西南いきいきまつり

が行われ、山羊の体重当て、も

ちつき、健康相談・体操、腹話術、

救命講習等盛りだくさんの内容で、

高齢者から子ども達まで、多く

の参加者は秋の一日を堪能しま

した。

6月に田植えまつりで
植えたもちごめを収穫
してのもちつき

「次はマラソンなど様々なスポーツに
挑戦したいです。」と小椋さん

8



気がつけば50年

親子で凧作り教室

　12月3日（日）農村環境改善センターで加西市子供会育成連絡協議会（深

田哲也会長）による親子凧づくり教室が開催されました。井上重義日本

玩具博物館館長の指導のもと、参加した73組の親子はにぎやかに凧作り

を楽しみました。

　11月22日（水）泉第三保育所（宮崎幸子所長）

の園児53人が、6月に植えたピーナッツを収穫。18

平方メートルの畑から約1.5キログラムものピーナッ

ツが採れ園児たちは大喜び。

 ピーナッツ栽培に興味のある方は泉第三保育所

（TEL44-1971）宮崎まで

高嶋君（泉小）と福井さん（下里小）に
さわやか市民賞

　「小学校作文・絵画コ

ンクール」（全国商工会

議所婦人連合会主催）で

通産大臣賞に輝いた高嶋

大貴君（泉小４年）と全

国商工会議所婦人会連合

会環境委員長賞を受賞し

た福井希（まれ）さん（

下里小３年）に「さわや

か市民賞」を贈呈しまし

た。

2000加西ワイン「根日女の舞」発売

Town Topics Town Topics

タウントピックス…………………………まちの話題

　市では、特産のぶどうゴールデンベリーAを使ったワイン「根日女の舞」を12月1

日より市内の酒店で販売中。白はフルーティーな香りですっきりとしたのみ口に、赤

は渋味をおさえたまろやかな飲み口に仕上がっています。1本720ml が1,325円、

特別化粧箱2本入2,860 円（共に税込・限定各5,000本）

問合先：商工観光興課（電話42-8740）

　11月22日（水）健康福祉会館で、結婚50周年を迎え

られたご夫婦をお祝いする「金婚夫婦」のつどいが行われ、

86組のご夫婦が参加され、永い結婚生活を感慨深く振り

返られました。

みんなで育てたピーナッツを収穫

ミス根日女森田和美さんもPRに一役

ご夫婦で「結婚50周年を迎えて」の感想を発表。

9



10

☆いじめ解消にむけて3☆

いじめ問題の解決のためには、家庭がきわめ

て重要な役割を担っています。いじめの問題の基

本的な考え方は、まず、家庭で“いじめはいけな

い”ということを徹底することです。さらに、家庭

の深い愛情や精神的な支え、信頼に基づく厳し

さ、親子の会話やふれあいの確保などが、いじめ

問題の解決につながります。

〈聞き上手で何でも話し合える親子〉

一生懸命子どもの話に耳を傾け、興味を示す

親の姿勢が子どもの心を開きます。

〈大人は血のかよった壁になる〉

社会のルールや規則を子どもに教えていくため

には、譲れない壁も必要です。しかし、その時は

子どもの心の底に生じている動きや痛み等をよく

知って、血のかよった壁となりたいものです。

〈しつけを見直す〉

大人の「模倣」から、子どもは道徳や基本的

な生活習慣を身につけます。子どもに「規範を示

すこと」、また、ときには「毅然とした態度」がし

つける大人には欠かせません。

子どもたちが、家庭や地域社会で生きていくた

めには、人としてあるべき基本的な人格を備えて

おかなければなりませんが、中でも幼い頃からの

しつけが大切です。

子どもの人権問題

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

宮
ノ
谷
遺
跡
で
は
古
墳
時
代
後

期
頃
（
約
千
四
百
年
前
）
の
竪
穴

式
住
居
（
地
面
を
掘
り
く
ぼ
め
て

建
て
る
住
居
）
跡
が
２
棟
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
北
側
に
隣
接
す

る
長
法
寺
遺
跡
で
も
竪
穴
式
住
居

跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
周

辺
に
古
墳
時
代
の
集
落
が
展
開
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
宮
ノ
谷
遺
跡
の
西
側
の

丘
陵
上
に
は
同
時
期
の
古
墳
が
３

基
造
ら
れ
て
お
り
、
玉
野
寺
山
古

墳
群
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、

１
号
墳
は
保
存
状
態
も
良
く
、
長

さ
９
メ
ー
ト
ル
の
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

（
棺

ひ
つ
ぎ

を
入
れ
る
場
所
）
は
見
応
え
が

あ
り
ま
す
。

古
墳
群
は
宮
ノ
谷
遺
跡
を
見
下

ろ
す
位
置
に
築
造

ち
く
ぞ
う

さ
れ
て
お
り
、

宮
ノ
谷
遺
跡
の
古
墳
時
代
の
集
落

の
有
力
者
が
葬
ら
れ
た
と
考
え
ら

92

宮
ノ
谷
遺
跡　
（
古
墳
時
代
）　
…
玉
野
町

古
墳
時
代　
の　
竪
穴
式
住
居

た　
て　
あ　
な　
し　
き　
じ　
ゅ　
う　
き　
ょ　

跡　
を　
発
見
!

玉
野
寺
山
古
墳
群
と
集
落

玉野寺山１号墳

遺跡位置図

泉
小
学
校　
で　
は　
平
成

14
年
度　
か　
ら　
の　
新　
し　
い　

教
育
課
程　
の　
実
施　
に　
向　
け　
て　
「
総
合

的　
な　
学
習
」　
の　
試
行　
に　
取　
り
組　
ん　
で　

い　
ま　
す
。　

「
総
合
的　
な　
学
習　
の　
時
間
」　
が　
新

設　
さ　
れ　
、　
３
年
生
以
上　
で　
学
習　
し　
ま　

す
。　
今　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
に　
欠　
け　
て　
い　

る　
「
生
き　
る　
力
」　
を　
つ　
け　
る　
た　
め　
で　
す
。　

生
き　
る　
力　
と　
は　
「
自
分　
で　
課
題　
を　
見　

つ　
け
、　
自
分　
で　
考
え　
て　
判
断　
し　
、　
行

動　
し　
て　
よ　
り　
よ　
く
課

題　
を　
解
決　
す　
る　
力
」　

と　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　

各
学
年　
で　
テ　
ー　
マ　

を　
決　
め　
、　
ど　
ん　
な　
ふ　

う　
に　
学
習　
を　
進　
め　
て　

い　
く　
の　
か　
を　
子
供　
と　

共　
に　
工
夫　
を　
し　
な　
が　

ら　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
ま　

す
。　
こ　
こ　
で　
は　
４
年

生　
の　
取　
り
組　
み　
を　
紹

介　
し　
ま　
す
。　

4
年
生　
ゴ　
ミ　
ダ　
イ　
エ　
ッ　
ト　
大
作
戦

〜　
地
域　
に　
広　
が　
れ　
!

リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
の　
輪　
〜

社
会
科　
の　
学
習　
で　
ご　
み　
が　
い　
っ　
ぱ　

い　
出　
て　
困　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　
気　
づ　
き　

ま　
し　
た　
。　
何　
と　
か　
ご　
み　
を　
減　
ら　
す　

こ　
と　
が　
で　
き　
な　
い　
か　
調　
べ　
て　
い　
く　
と　
、　

い　
ろ　
ん　
な　
も　
の　
が　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
で　
き　

る　
こ　
と　
が　
わ　
か　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
地

域　
の　
人　
に　
ご　
み　
を　
減　
ら　
す
方
法　
を　

教　
え　
て　
も　
ら　
い　
な　
が　
ら　
、　
自
分　
た　

ち　
で　
も　
で　
き　
る　
ご　
み　
減　
ら　
し　
の　
方
法　

を　
考　
え　
て　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　

地
域　
の　
人　
に　
ご　
み　
ダ　
イ　
エ　
ッ　
ト　
を　
呼　

び　
か　
け　
て　
い　
ま　
す
。　

ど　
の　
学
年
も　
教
科　
の　
学
習　
や　
子　
ど　

も　
た　
ち　
の　
興
味　
や　
関
心　
と　
の　
関
連　
の　

中　
で　
「
総
合
的　
な　
学
習
」　
を　
考
え　
実

施　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
学　
ん　
だ　
こ　
と　
を　

生
活　
に　
生　
か　
す
力　
を　
つ　
け　
る　
た　
め　
に　

大
切　
な　
視
点　
で　
す
。　

学
習　
が　
生
活　
の　
場　
で　

あ　
る　
ふ　
る　
さ　
と　
に　
も　
大　

い　
に　
関
係　
が　
あ　
る　
こ　
と　

に　
も　
気　
づ　
い　
て　
き　
ま　
し　

た　
。　ま　

た　
、　
学
習　
を　
進　

め　
る　
中　
で　
、　
校
区　
の　
大

勢　
の　
方
々　
の　
ご　
協
力　
を　

得　
て　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　
も　

大
切　
な　
ふ　
れ　
合　
い　
の　
一　

つ　
で　
す
。　
こ　
う
し　
た　
取　
り
組　
み　
の　
中　

で　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
は　
、　
人　
の　
優　
し　
さ　

に　
ふ　
れ　
た　
り
、　
今　
ま　
で　
知　
ら　
な　
か　
っ　
た　

こ　
と　
を　
知　
っ　
た　
り
、　
ま　
た　
、　
周
囲　
の　

大
人　
か　
ら　
期
待　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　

感　
じ　
た　
り　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
が　

子　
ど　
も　
の　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
と　
な　
り
、　
生
き　

る　
力　
を　
高　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
つ　
な　
が　
る　

と　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　
今
後
更　
に　
実
践　

に　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
き　
た　
い　
と　
考
え　
て　
い　

ま　
す
。

『
総
合
的
な　
学
習　
の　
時
間
』　
へ　
の　
取　
り
組　
み

加加
西西
市市
立立
泉泉
小小
学学
校校

れ
ま
す
。
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ン　
ザ　
や　
水
痘　
と　
い　
っ　
た　
ご　
く
一
部　
の　
ウ　
イ　
ル　
ス　
に　

対　
す　
る　
薬　
は　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
多　
く　
の　
ウ　
イ　
ル　
ス　

に　
効　
く
薬　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

薬
の
な
い

″　か
ぜ
″
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
お
い
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
、
良
く
寝
て
、
静
か
に
じ
っ
と
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、

″　か
ぜ
″
に
は
体
力
を
つ
け
る

こ
と
が
一
番
な
の
で
す
。

そ
の
他
、
お
茶
で
も
ジ
ュ
ー
ス
で
も
、

水
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
お
し
っ
こ
を
い

っ
ぱ
い
出
す
。
熱
が
高
く
て
し
ん
ど
そ
う

に
し
て
い
る
と
き
は
熱
さ
ま
し
の
坐
薬
を

使
っ
て
み
る
。
咳
、
鼻
水
が
多
い
と
き
は

お
薬
を
の
ん
で
み
る
。
と
い
っ
た
具
合
で

冬　
に　
な　
る　
と　
子　
ど　
も　
達　
は　
よ　
く

″　か　
ぜ　
″

を　
ひ　
い　
て　
、　
小
児
科　
を　
受
診　
し　
ま　
す
。

″　か
ぜ
″
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に
ウ
イ

ル
ス
を
初
め
と
す
る
各
種
病
原
菌
が
、
の

ど
を
中
心
に
感
染
し
て
発
熱
、
咳
、
痰
、

鼻
汁
を
呈
す
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

病
原
菌　
の　
80
〜　
90
％　
が　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　
ウ　

イ　
ル　
ス　
や　
ラ　
イ　
ノ　
ウ　
イ　
ル　
ス　
、　
コ　
ロ　
ナ　
ウ　
イ　
ル　
ス　
と　

い　
っ　
た　
ウ　
イ　
ル　
ス　
で　
、　
残　
り
10
〜　
20
％　
は　
溶
連

菌
、　
肺
炎
球
菌　
と　
い　
っ　
た　
細
菌　
（　
バ　
イ　
菌
）　
や　

マ　
イ　
コ　
プ　
ラ　
ズ　
マ　
で　
す
。　
こ　
れ　
ら　
の　
多　
く　
の　
ウ　
イ　

ル　
ス　
に　
対　
す　
る

″　か
ぜ
″
の　
お　
薬　
は　
あ　
る　
の　
で　

し　
ょ　
う
か　
？　

病
院　
に　
は　
、　
咳　
を　
抑
え　
た　
り　
す　
る　
お　
薬　
や　

熱　
さ　
ま　
し　
の　
坐
薬　
は　
あ　
り　
ま　
す　
が

″　か
ぜ
″

の　
特
効
薬　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
現
在　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　

市立加西病院

小児科

医員 深堀貴世

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方（4人分）〉

①ごはん茶碗１杯分の中に卵にか

つお節少々、カルシウムふりかけ

小さじ１、ねぎ１本の小口切りを

混ぜ合わせる。

※カルシウムふりかけ（乾燥わかめ、ち

りめんじゃこ、ゴマを粉末にしたもの）

②フライパンに油をうすくひき、①をお好み焼きを焼

く要領で焼く

③とんかつソース・青のりをふっていただく

様
子
を
み
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
１
週
間
程
度
で
元
気
に

な
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
も
具
合
が

良
く
な
ら
な
い
時
は
病
院
で
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
の
他
気
を
付
け
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ

ん
、
特
に
３
ヶ
月
以
下
の
小
さ
い
赤
ち
ゃ

ん
の
場
合
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
っ

た
り
、
機
嫌
が
悪
く
て
ミ
ル
ク
の
飲
み
が

少
な
い
時
は
近
く
の
小
児
科
の
先
生
に
相

談
さ
れ
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
な

″　か
ぜ
″
に　
つ　
い　
て　
述　
べ　
ま　
し　
た　

が　
、　
今
年　
の　
冬
も　
い　
ろ　
い　
ろ　
な

″　か
ぜ
″
が
流

行
し
そ
う
で
す
。
手
洗
い
、
う
が
い
、
休

息
を
し
っ
か
り
と
っ
て

″　か
ぜ
″
を
乗
り
切

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

″　か
ぜ
″　
に
つ　
い　
て

金属をかぶせている歯でも、長年

使っていると歯と歯肉の境目に隙間が

でき、歯の根部が黒っぽく見え、爪に

ひっかかったり、舌の先で触れると気

になるようになります。専門医の診察を

受けましょう。そして、意識して歯肉と

の境目に歯ブラシを当て、横に小さく

振動させ、丁寧に磨くことが大切です。

金属をかぶせた歯も

寒い季節を迎え、乳幼児の健診で風

邪と同様に、皮膚がカサカサしているお

子さんを見かけることが多くなりました。

「子どもの肌は自然が一番、何もしないほ

うがよいのでは？」、そんな質問を受ける

こともよくあります。肌にも個人差がありま

すが、とても水分が少なく乾燥しているの

です。肌が乾燥すると外部の刺激物が

侵入しやすくなります。だからカサつきが

ちな子どもの肌こそ、実はスキンケアが必

要なのです。

「すべすべお肌」というイメージが強い

子どもですが、むしろ皮膚の表面は乾燥

しやすいのです。これは角質層の水分

量が少ないためです。また皮脂（皮膚の

脂分）が少ないためもあります。一方で、

子どもはすでに大人と同じ数の汗腺が備

わっています。小さな体に大人と同じ数

ということは、それだけ密度が高いという

こと。加えて、子どもは新陳代謝が盛ん

です。汗っかきなのも、そのためです。

こうした肌を守るには、汚れを取り除く

「清潔」と皮膚をケアする「保湿」が何

よりも大事です。「清潔」では『やさしく

こまめに』、「保湿」では『洗ったらつけ

る』が基本です。皮膚の乾燥を防ぐた

めには、保湿剤が効果的。皮膚の保湿

成分が配合された低刺激のクリームやロ

ーション、入浴剤などを利用すると簡単

にスキンケアができます。また、汗っかき

な子どもの肌にやさしい衣服を選ぶことも

大切です。吸湿性に富んだもの、素材

でいえば綿1 00％が望ましいです。ファッ

ション性や価格にとらわれず、自分の目

で、手で確かな品を選びたいものですね。

子どものすこやかスキンケア
─特に、冬のカサカサお肌に─

〈シェフから一言〉

野菜としてほうれん草、人
参を入れて焼くのもいいでしょ
う。ひと工夫でしょうゆ味、マ
ヨネーズ味もいかがでしょう。

10月28日（土）、ひょうご健康福祉まつりで表彰

い　
ず　
み　
会
会
員
（
北
条
町
栗
田
）

石
橋
　
和
子
さ
ん



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

期
　
日

平
成
13
年
１
月
14
日

（日）

小
雨
決
行
〔
雨
天
１
月
21
日

（日）
〕

９
時
開
始

場
　
所

善
防
中
学
校

周
辺
コ
ー
ス

参
加
資
格

加
西
市
内
に
居
住
、

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
も
の

①
一
般
の
部
（
１
部
・
２
部
）

総
距
離
　
12
・
５
km

②
壮
年
の
部
（
３
部
）

総
距
離
　
11
・
０
km

③
女
子
中　
・　
高
校
生　
の　
部　
（　
４
部
・
５
部
）　

総
距
離
　
11
・
０
km

④
女
子
一
般
の
部
（
６
部
）

総
距
離
　
８
・
０
km

参
加
費

16
歳
以
上
の
選
手
が
３

名
以
上
の
チ
ー
ム
　
２，　
０
０
０
円

中
学
生
の
チ
ー
ム
　
１，　
０
０
０
円

参
加
申
込

�
期
日

１
月
９
日

（火）
必
着

�
方
法

別
紙
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で

申
し
込
む
こ
と
。

�
宛
先

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
　

第
29
回

市
民
駅
伝
競
走
大
会

北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14

加
西
市

陸
上
競
技
協
会
　
植
田
正
吾
宛

（
�
�
３
２
５
３
）

問
合
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
�
�
８
７
７
３
）

※
雨
天
時
　
善
防
中
学
校

（
�
�
２
１
８
８
）

日
　
時

平
成
13
年
２
月
４
日

（日）

受
　
付

午
前
８
時
30
分
〜
９
時

30
分
　
※
雨
天
決
行

コ
ー
ス

市
民
会
館
前
〜
玉
丘
町

交
差
点
付
近
折
り
返
し
（
２
km
）

参
加
資
格

北
播
地
区
の
小
学

５
・
６
年
生
男
女

参
加
費

無
料

申
込
先

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
、
保
護
者
同
意
署
名
を
記

入
し
て
、
１
月
17
日

（水）
ま
で
に
、

〒
６
７
５
│
２
３
１
２
加
西
市
北

条
町
北
条
１
２
３
９
│
３
　
加
西

市
陸
上
競
技
協
会
　
岡
本
昌
文

宛
（
電
話

（自）
�
２
１
８
４
　

（勤）
�

０
０
６
２
）

問
合
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

│
兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
協
賛
事
業
│

北
播
小
学
生　
ロ　
ー　
ド　
レ　
ー　
ス　

カ　
ー　
ニ　
バ　
ル　
出
場
者
募
集

住
宅
の
建
設
等
、
緊
急
か
つ
具

体
的
計
画
の
あ
る
土
地
利
用
案
件

に
つ
い
て
、
加
西
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
係
る
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
15
日

（月）
〜
31
日

（水）
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

受
付
場
所

農
林
共
済
課

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
と
お
し
て

市
民
の
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る

と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

主
　
催

加
西
市
青
少
年
団
体
協

議
会

日
　
時

１
月
１
日
（
元
旦
）

午
前
６
時
受
付

午
前
６
時
30
分
開
始

場
　
所

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
展
望
台

（
玉
野
町
）

新
春
の
つ
ど
い

農
用
地
区
域　
の　
除
外
申

請　
を　
受
け
付　
け　
し　
ま　
す

集
合
場
所

加
西
球
場

東
側
駐
車
場

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の

も
ち
２
個

そ
の
他

※
雨
天
の
場
合
は
、
中

止
と
し
ま
す
。

※
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
は
、
多
く
の

景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

教
育
委
員
会

（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

わ
が
国
に
居
住
し
て
い
る
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
方
は
、
２

年
ご
と
に
12
月
31
日
現
在
に
お
け

る
氏
名
、
住
所
等
届
出
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
法
律
に
基

づ
き
翌
年
の
１
月
15
日
ま
で
に
届

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
そ
の
届
出
の
年
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
届
出
票
に
必
要

な
事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
13
年

１
月
15
日
ま
で
に
住
所
地
ま
た
は

従
業
地
の
保
健
所
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
就
労
し
て
い
な
い

方
も
、
届
出
票
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先

加
西
保
健
所

（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

医
師　
・　
歯
科
医
師　
・　
薬
剤

師　
の　
届
出　
に　
ご　
協
力　
を

使った覚えがないのに国際電話通話料の請求がきた。知らない外国

に2日にわたってかけていることになっているが、家族もまったく知らな

いという。支払わないといけないか。

インターネットのホームページから情報を得ようとして不可解なメッセ

ージ等をクリックすると、意図しない国際電話に接続することがあります。

また、雑誌等で情報サービスの広告を見て載っている番号に電話した

ら国際電話につながることもあります。電話番号の先頭に「 0 0 1」

「0 0 4 1」「0 0 6 1」がつくものは全て国際電話です。番号の並び方により

分かりにくくなっている場合が多いので注意しましょう。

今回のように利用した覚えの無い料金を請求された時はきちんと確認

できるまでは支払わないことを国際電話会社に通知するとよいでしょう。

今後国際電話を利用する機会がないのであれば、「国際電話不取扱受

付センター」0120-210364に利用休止を申し出る方法もあります。

■消費生活相談窓口

（毎週火曜日午前9時～午後4時、市役所2階電話42-8739）

※12月12日（火）は13日（水）に変更

消費生活相談Q&A 「YES」のクリックは慎重に!
Ｑ

Ａ

ハナサク



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年10月生れの乳児 12月26日（火） 午後１時～２時

《平成12年11月生れの乳児 １月23日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成12年８月生れの乳児 １月12日（金） 午後１時～２時

《平成12年９月生れの乳児 ２月７日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成11年７月生れの幼児 １月９日（火） 午後１時～２時

《平成11年８月生れの幼児 ２月13日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成９年９月生れの幼児 12月19日（火） 午後１時～２時

平成９年10月生れの幼児 １月16日（火）

《平成９年11月生れの幼児 ２月６日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 １月10日（水） 午後１時～２時

《２月14日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者 １月10日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《２月14日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

１月18日（木） 午前９時～９時30分

《２月15日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２８）

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

ぼんくら （宮部みゆき著）

天球は翔ける （陳　舜臣著）

アフリカの絵本（伊集院　静著）

秘密のひととき （赤川次郎著）

奇妙な刺客 （澤田ふじ子著）

気張る男 （城山三郎著）

蒼い記憶 （高橋克彦著）

サマー・キャンプ（長野まゆみ著）

嘘をもうひとつだけ（東野圭吾著）

オキナワガール （大鶴義丹著）

桜さがし （柴田よしき著）

海峡の蛍火 （杉　洋子著）

サイケ （姫野カオルコ著）

怪鳥艇 （深田祐介著）

絶影の剣 （北方謙三著）

楽隊のうさぎ （中沢けい著）

いつの日か還る （中村彰彦著）

ショカツ （佐竹一彦著）

禿鷹の夜 （逢坂　剛著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

12月 17日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）
23日（土） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）
24日（日） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）
31日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）

1月 1日（月） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）
2日（火） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）
3日（水） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）
7日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）
8日（月） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

14日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）

※変更になることがありますので、お確かめください。

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

１月４日（木）健康福祉会館

１月11日（木）農村環境改善センター・12月14日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

12月21日（水）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

ぼくの夢
賀茂小学校６年

中　川　清　隆さん
（北条町北条）

〈ママの一言〉

おてんば娘の彩花とマイペース

の萌乃。彩花がうたって踊れば萌

乃も手足をバタバタ。我が家はい

つもにぎやかです。元気で明るく

育ってね。

パパ・伸二さん
ママ・ゆりさん

常見彩
あや

花
か

ちゃん（2歳） 常見萌
もえ

乃
の

ちゃん（5ケ月）

〔おはなし会〕

1月13日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕

月曜日・12月20日（水）・23日（土）

12月28日（木）～1月4日（木）・1月9日（火）
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☆
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
検
査

対
象
者

生
後
３
ヶ
月
〜
48
ヶ
月

（
４
歳
未
満
の
児
）

日
　
程

※
指
定
地
区
以
外
の
日
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
対
象
年
齢　
（
生
後　
３　
ヶ　
月
）　
に　
な　
る　

と　
で　
き　
る　
だ　
け
早　
く
受　
け　
ま　
し　
ょ　
う
。

持
っ
て
く
る
物

母
子
健
康
手
帳

予
防
接
種　
の　
お　
知　
ら　
せ

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

１
月
15
日

（月）

午
前
９
時
〜
12
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

北
条
支
店

午
後
１
時
〜
４
時

受
　
付

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

富
田
支
店

修
理
内
容

包
丁
、
ハ
サ
ミ
、
靴
、

洋
傘
、
そ
の
他

問
合
先

く
ら
し
と
生
活
を
守
る

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

21
世
紀
の
最
初
の
日
曜
日
、
社

交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま

す
。

日
　
時

平
成
13
年
１
月
７
日

（日）

午
後
１
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

参
加
費

３
０
０
円
（
福
祉
会
館

１
階
窓
口
で
整
理
券
販
売
）

販
売
開
始

12
月
15
日

（金）

問
合
先

健
康
福
祉
会
館
　
社
交

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
係
（
電
話
42
│

６
７
０
０
）

ふ　
れ　
あ　
い　
社
交

ダ　
ン　
ス　
パ　
ー　
テ　
ィ　
ー

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

母
子
家
庭
の
児
童
・
生
徒
が
進

学
・
就
職
さ
れ
る
際
に
必
要
な
経

費
に
対
し
て
、
貸
付
制
度
が
あ
り

ま
す
。

貸
付
用
件

保
証
人
１
名

（
同
居
の
方
は
不
可
）

償
還
方
法

口
座
振
替
に
よ
る
月

賦
償
還

資
金
の
種
類

�
就
学
支
度
資
金

入
学
時
の
一

時
的
必
要
経
費

（
入
学
金
、
教
科
書
代
、
制
服
代

な
ど
）

�
修
学
資
金

授
業
料
・
通
学
費

（
寮
費
な
ど
年
間
を
通
じ
て
必
要

な
経
費
）

�
就
職
支
度
資
金

就
職
に
際
し

て
必
要
な
経
費

�
就
業
資
金

生
徒　
が　
就
職　
に　
必

要　
な　
知
識
技
能　
を　
修
得　
す　
る　
費

用（
自
動
車
免
許
取
得
に
つ
い
て

は
、
高
校
３
年
生
の
就
職
希
望

者
に
限
る
）

貸
付
利
子

無
利
子

貸
付
限
度
額
・
償
還
期
間
な
ど
、

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）
ま
で
。

母
子
家
庭
の

み
な
さ
ん
へ

・
予
診
票
（
会
場
に
も
あ
り
ま

す
）　・
体
温
計
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
な

「
結
核
」
で
す
が
、
今
で
も
毎
年
４

万
人
以
上
の
患
者
と
３
千
人
近
い

死
者
を
出
し
て
い
る
感
染
症
で
、

近
年
患
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
は
、
必
ず
、
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

結
核
検
診
を
受
け
る
機
会
の
無

い
方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

平
成
13
年
１
月
30
日

（火）

午
後
２
時
〜
３
時

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
　
象

16
歳
以
上
で
結
核
検
診

の
機
会
が
な
い
方

内
　
容

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

料
　
金

無
料

申
込
先

１
月
25
日

（木）
ま
で
に
、

健
康
長
寿
課（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

ま　
で　
電
話　
で　
申　
し　
込　
ん　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

再
生
修
理
会

結
核
検
診　
の　
お　
知　
ら　
せ

1122月2255日（月）です。
─ 納期内完納にご協力をお願いします! ─

また、介護保険料（特別徴収）第2回目が12月

15日支払の年金から引き去りとなります。

★問合先 税務課　電話42-8712

固定資産税第3期分・国民健康保険税第6期
分及び介護保険料（普通徴収）第3期分の納期限は

ツベルクリン
反応検査

1月15日
（月）

1月22日
（月）

1月17日
（水）

1月24日
（水）

判定と
BCG接種

地　区 場所・受付

健康増進
センター

13：30～
14：00

北条・富田
賀茂

下里・九会
富合・多加
野・西在田
在田

「歳末たすけあい運動」は、ねたきり要援護者や災

害被災世帯が地域で明るいお正月を迎えられるよう、

地域住民、ボランティアや関係機関・団体等が協力し

合って、地域ぐるみで必要な援助活動を推進します。

募金の受付 12月28日まで社会福祉協議会にて（電話42-8888）

募金箱の設置 市役所、健康福祉会館

地域でささえあうあったかいお正月
― 歳末たすけあい運動 ―



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

森本たみゑ 90 良　之 三　口
西村　俊壹 71 弘　義 別府東
立脇　　昌 92 敏 上芥田
岡井　正久 70 まさ子 田　原
橋本　善夫 83 檮 小　谷
鈴木喜代次 86 茂 河　内
東郷　三郎 81 きりこ 王　子
丸山　　實 67 あやみ 殿　原
石　　義一 89 裕 西谷東
荒瀬　　清 84 剛　始 山下東
井上　和夫 69 千代子 乙和泉
岩本とし子 92 輝　一 豊　倉
藤原　寛二 86 紘　一 江ノ木
大塚　七郎 68 徹　也 下万願寺
富永　安子 74 眞　市 中　富
菅野　弘和 59 和　知 常　吉
鈴木　岩美 77 透 河　内
上坂かめの 86 稔 下若井
大西　豊司 88 啓　之 西　南
北川　正雄 79 博　敏 馬渡谷
大島　信子 92 看　山 東剣坂
藤本　俊雄 71 勝　文 山　田
山　　　巌 73 記　稔 岸　呂
村上　ムツ 79 重　則 窪　田
吉田志づゑ 92 稔 別府中
前田かつゑ 89 廣　司 大　村
森　たみ子 81 和　嘉 西　長
松末　　敏 67 哲　也 別府中
松本　三男 73 百々代 栗　田

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（11月30日受付分まで・敬称略）

※
電
話　
に　
よ　
る　
申
込　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。

問
合
先

環
境
対
策
室

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

次
の
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
、
買

っ
た
品
物
を
入
れ
替
え
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
持
っ
て
帰
れ
る
便

利
な
買
い
物
袋
を
抽
選
で
１
０
０

名
様
に
差
し
上
げ
ま
す
。

ク
イ
ズ

ご
み
の
減
量
は
あ
な
た

が
主
役
で
す
。
楽
な
気
持
ち
で
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

買　
い　
物　
に　
便
利　
な　

マ　
イ　
バ　
ッ　
グ　
プ　
レ　
ゼ　
ン　
ト　
ク　
イ　
ズ

死亡者 年齢 喪主 町名

加
西
市
公
園
墓
地
第
４
区
（
鴨

谷
町
）
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。
東

向
き
の
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

安
ら
ぎ
の
霊
域
で
、
１
区
画
は
全

て
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

永
代
使
用
料
（
１
区
画
）

�
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
本
籍
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
、
外
国
人
登
録

法
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
方

６
５
４，　
０
０
０
円

�
上
記
以
外
の
方

９
８
１，　
０
０
０
円

維
持
管
理
料

使
用
墓
園
１
平
方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
年
額
７
５
０
円
で
、
10
年
分

を
前
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
年
分

３
７，　
５
０
０
円

加
西
市
公
園
墓
地

第
4
区
分
譲

加西市への寄付

○畑町 柏原邦夫 石うす一式
○笹倉 甘中　明　　　〃
○上野 瀬戸宏之　　　〃
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○匿名 1万円

○八王子神社地区子供会 5万7155円

○更生保護婦人会チャリティーバザー収益金

3万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円

○田町 竹本　幸夫 1万5000円

○本陣従業員一同 1万1111円

○美心 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

ま
ず
買
い
物
は
○
○
バ
ッ
グ
を
も

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
の
○
○
に
当

て
は
ま
る
文
字
を
入
れ
、
平
成
13

年
１
月
５
日
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
　
〒
６
７
５
│

２
３
９
５
加
西
市
役
所
環
境
対
策

室
（
電
話
42
│
８
７
３
０
）
ま
で

※
当
選
通
知
が
届
い
た
方
は
お
手

数
で
す
が
と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
の
方
を
対
象
に
宅
地
分

譲
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

所
在
地

西
長
町
字
五
反
田

分
譲
物
件

・
３
号
地

７
６
４
万
円

１
８
６
・
０
２
�

・
４
号
地

７
７
０
万
円

長
駅
前
ハ
イ
ツ

宅
地
分
譲
受
付

１
８
６
・
０
１
�

受
付
・
問
合
先

商
工
観
光
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

○匿名 3万5000円

☆さくらの家へ

○小さなポケット 5万5000円

供養預託

○乙和泉 高橋　宣也 30万円

12
月　
３　
日

（日）
加
西
市　
Ｊ
Ａ　
女
性

会　
（
斎
藤
澄
子
会
長
）　
は　
、　
ね　
た　
き　

り　
を　
予
防　
し　
自
立　
を　
促
進　
す　
る　
座
位

保
持
具　
を　
加
西
病
院　
に　
寄
贈　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。

J
A
女
性
会
が

自
立
促
進
器
具
を
寄
贈



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H12.12.1現在（前月比）
人　口／ 52,111（－26） 世帯数／ 15,904（＋2）

男　／ 25,309（－20） 女　／ 26,802（－6）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo.jp

82枝先いっぱいのカナ
メモチの実

暖
地　
の　
山
野　
に　
自
生　
す　
る　
常
緑

性　
の　
小
高
木　
で　
、　
加
西　
の　
里
山　
に　

も　
、　
し　
ば　
し　
ば　
見　
ら　
れ　
ま　
す
。　
し　

か　
し　
、　
よ　
く
目　
に　
す　
る　
の　
は　
人
家　

に　
植
え　
ら　
れ　
た　
、　
特　
に　
美　
し　
い　
紅

色　
の　
新
葉　
が　
出　
る　
品
種　
の　
ベ　
ニ　
カ　
ナ　

メ　
（　
ア　
カ　
メ　
モ　
チ　
）　
と　
呼　
ば　
れ　
て　
い　

る　
も　
の　
で　
し　
ょ　
う
。　

秋　
か　
ら　
冬　
に　
か　
け　
て　
、　
赤　
い　
実　

の　
な　
る　
植
物　
は　
少　
な　
く
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
が　
、　
こ　
の　
カ　
ナ　
メ　
モ　
チ　
も　
そ　
の　
一　

つ　
で　
す
。　
私　
た　
ち　
に　
は　
豊　
か　
な　
み　
の　

り　
を　
感　
じ　
さ　
せ　
て　
く　
れ　
ま　
す　
が　
、　

子
孫　
を　
残　
す　
た　
め　
精
一
杯
小
鳥　
を　

呼　
ん　
で　
い　
る　
の　
で　
す
。　

ま　
た　
、　
５　
〜　
６　
月　
に　
小　
さ　
な　
白　

い　
花　
が　
枝
先　
い　
っ　
ぱ　
い　
に　
咲　
く　
の　
も　

見
事　
な　
も　
の　
で　
、　
所　
に　
よ　
っ　
て　
は　
、　

ソ　
バ　
の　
花　
に　
な　
ぞ　
ら　
え　
て　
ソ　
バ　
ノ　
キ　
と　

呼　
ぶ　
そ
う　
で　
す
。　

1 0月に実施した赤い羽根共同
募金運動で、皆様からお寄せいた
だいた募金総額は1 4 , 8 0 5件で
11,929,586円になりました。

皆様よりお寄せいただきました
浄財は、“共に支え合う福祉のま
ちづくり”のため有効に活用させ
ていただきます。

兵庫県共同募金会　加西支部

―赤い羽根共同募金―
ご協力ありがとうございました

先月全戸配布しました市民便利帳の

内容でホームページを大幅に更新。今

後は庁内のL ANを活用して、制度改正

等に伴う更新を随時行っていきます。ま

た、来年には一部申請様式の掲載や行

事予定のリニューアルも計画しています。

担当課ごとにＥメールアドレスができま

したので、ご利用ください。アドレスは

ホームページで紹介しています。

加西市ホームページをリニューアル
なにはともあれ http://www.city.kasai.hyogo.jp へ
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